
名古屋経済大学犬山学研究センター

第13回犬山学サロン
犬山市を中心とした北尾張地区に関わる第一線の研究者・実務家の皆さんのお話を聞きに来ませんか？

興味のある方はどなたでも無料で参加できます！

【お問い合わせ先】
名古屋経済大学

犬山学研究センター
（地域連携センター内）

大脇・山口・青木
TEL 0568-68-3282
FAX 0568-67-0724

inuyamagaku-c@nagoya-ku.ac.jp

白根 孝胤（しらね こういん）氏の略歴
徳川林政史研究所研究員を経て、現在、中京大学文学部歴史文化学科教授。専門は日本近世史。
幕藩体制の構造について、徳川将軍家と大名家との関係（幕藩関係）に着目した分析とともに、
尾張藩政史の展開をついて研究を行っている。また、諸大名の屋敷・庭園における饗応・交流
の実態や尾張徳川家十四代当主徳川慶勝が撮影した幕末･明治期の写真の分析など、文化史・
生活史の側面からも研究に取り組んでいる。

【講師】中京大学文学部教授、徳川林政史研究所特任研究員

白根 孝胤氏

【日時】2023年5月23日（火）16：40～18：00

【会場】名古屋経済大学 7号館1階71B講義室

事前登録不要！
参加費無料 ！

徳川家康は関ヶ原の戦い後に誕生した九男義直・十男頼宣・十一男頼房を
大名に取り立て、その支えとして最も信頼できる家臣を補佐役に命じました。
これらは御三家付家老と称されました。その成立過程や役割について尾張家
の付家老成瀬家を中心に検討します。

講演内容


